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1. 平成28年3月期第2四半期の連結業績（平成27年4月1日～平成27年9月30日）

(2) 連結財政状態

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

28年3月期第2四半期 2,719 27.1 177 △16.7 157 △10.3 124 0.1
27年3月期第2四半期 2,140 30.4 213 108.4 175 111.8 124 84.2

（注）包括利益 28年3月期第2四半期 124百万円 （0.0％） 27年3月期第2四半期 124百万円 （84.2％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

28年3月期第2四半期 30.01 ―
27年3月期第2四半期 29.99 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

28年3月期第2四半期 7,332 1,167 15.9 281.34
27年3月期 6,444 1,053 16.3 253.85
（参考）自己資本 28年3月期第2四半期 1,167百万円 27年3月期 1,053百万円

2. 配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

27年3月期 ― 0.00 ― 2.50 2.50
28年3月期 ― 0.00
28年3月期（予想） ― 2.50 2.50

3. 平成28年 3月期の連結業績予想（平成27年 4月 1日～平成28年 3月31日）
（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 5,000 12.7 350 7.4 280 10.2 200 16.7 48.21



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

(4) 発行済株式数（普通株式）

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、四半期連結財務諸表に

対する四半期レビュー手続が実施中です。

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
（将来に関する記述等についてのご注意）

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その
達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及
び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料Ｐ．３「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想等の将来予測情報に関す
る説明」をご覧ください。

※ 注記事項

新規 0社 （社名） 、 除外 0社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有
② ①以外の会計方針の変更 ： 無
③ 会計上の見積りの変更 ： 無
④ 修正再表示 ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 28年3月期2Q 4,148,900 株 27年3月期 4,148,900 株
② 期末自己株式数 28年3月期2Q 0 株 27年3月期 0 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 28年3月期2Q 4,148,900 株 27年3月期2Q 4,148,900 株
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、雇用・所得環境の着実な改善を背景に個人消費は底堅く推移

し、また企業収益は明確な改善を維持し設備投資も緩やかな増加基調にあります。一部にやや慎重な動きもみられ

ますが、総じて景況感、企業の業況感は良好な水準にあります。

 また世界経済においては米国経済の回復ペース、欧州における債務問題の展開や景気・物価動向、新興国・資源

国経済の動向がリスク要因として挙げられますが、先進国を中心とした緩やかな成長が続いております。

 このような経済状況のもとで、当社グループは、収益構造の強化を目的とし、各事業部門の利益確保を意識した

収益管理をより一層徹底し、グループ全体の業績向上を目指してまいりました。

 その結果、当第２四半期連結累計期間の業績は、売上高2,719,624千円（前年同期比27.1％増）、営業利益

177,592千円（同16.7％減）、経常利益157,311千円（同10.3％減）、四半期純利益124,516千円（同0.1％増）とな

りました。

 セグメントの業績は、次のとおりであります。

①不動産事業

 第１四半期連結累計期間に引き続き不動産買取再販事業が牽引し、売上高、利益の確保に貢献いたしました。ま

た競売落札事業において継続して在庫資産の効率化が推進されました。引き続き良質な在庫資産の取得に努めてま

いります。

 当第２四半期連結累計期間における不動産事業の売上高は1,870,421千円（前年同期比46.6％増）、セグメント

利益160,445千円（同19.7％増）となりました。

②マンション管理事業

 分譲マンションを中心としたマンション管理事業を行っております。今後も企業基盤の強化を図り、業界最大手

の「株式会社大京アステージ」との業務提携に基づき、抜本的なインフラの再構築を進めるとともに、新しいマン

ション管理の受託を目指し企業基盤の強化を図ってまいります。

 当第２四半期連結累計期間におけるマンション管理事業の売上高は557,671千円（前年同期比1.0％増）、セグメ

ント損失8,595千円（前年同期はセグメント損失6,969千円）となりました。

③賃貸事業

 当社グループが保有する賃貸等不動産による賃料収入事業と、マンション管理物件の賃貸仲介事業など、グルー

プの営業資産を基にシナジー効果を最大限発揮し、収益につなげる事業を拡大して行っております。また事業譲受

け等により一般管理物件の賃貸管理戸数も増加し、更なる基盤強化を図っております。

 当第２四半期連結累計期間における賃貸事業の売上高は、賃貸等不動産の増加に伴い287,205千円（前年同期比

9.0％増）、セグメント利益は所有物件の設備更新等を行いましたことにより67,517千円（同11.3％減）となりま

した。

④ソフトウェア事業

 パッケージソフト販売部門においては、既存パッケージソフトウェアのiPad版の開発など商品ラインナップの強

化が推進されました。また顧客サービスを充実させるため、パッケージソフトウェアの操作指導（スクール）やサ

ポートセンターによる既存ユーザーへの電話サポート、バージョンアップ案内等の保守関連にも注力しておりま

す。

 当第２四半期連結累計期間の売上高はマイクロソフト社のＯＳ「WindowsXP」の保守終了に伴う企業のパソコン

買替需要の終息の影響を受け68,421千円（前年同期比37.3％減）、セグメント損失940千円（前年同期はセグメン

ト利益40,348千円）となりました。

⑤ファイナンス事業

 事業者向け不動産担保貸付を主として行っております。

 当第２四半期連結累計期間は融資案件の増加により、売上高は18,689千円（前年同期比178.4％増）、セグメン

ト利益10,918千円（同170.3％増）となりました。

⑥その他の事業

 子会社から計上される経営指導料及び事務委託手数料等により、当第２四半期連結累計期間の売上高は111,582

千円（前年同期比1.4％増）、セグメント損失44,272千円（前年同期はセグメント損失22,377千円）となりまし

た。
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（２）財政状態に関する説明

（資産）

 当第２四半期連結会計期間末における流動資産は3,783,520千円となり、前連結会計年度末に比べ780,686千円増

加いたしました。これは主に現金及び預金が320,034千円、販売用不動産が107,002千円、仕掛販売用不動産が

304,401千円それぞれ増加したことによるものであります。固定資産は3,544,324千円となり、前連結会計年度末に

比べ112,854千円増加いたしました。これは主に土地が184,403千円増加したことによるものであります。

 この結果、資産合計は7,332,218千円となり、前連結会計年度末に比べ887,292千円増加いたしました。

（負債）

 当第２四半期連結会計期間末における流動負債は2,895,336千円となり、前連結会計年度末に比べ578,827千円増

加いたしました。これは主に短期借入金が576,585千円、１年内返済予定の長期借入金が4,710千円とそれぞれ増加

したことによるものであります。固定負債は3,269,609千円となり、前連結会計年度末に比べ194,370千円増加いた

しました。これは主に長期借入金が442,993千円増加し、また社債が250,000千円減少したことによるものでありま

す。

 この結果、負債合計は6,164,946千円となり、前連結会計年度末に比べ773,198千円増加いたしました。

（純資産）

 当第２四半期連結会計期間末における純資産合計は1,167,271千円となり、前連結会計年度末に比べ114,094千円

増加いたしました。これは四半期純利益124,516千円、剰余金の配当10,372千円等によるものであります。

 この結果、自己資本比率は15.9％（前連結会計年度末は16.3％）となりました。

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

 平成27年５月13日の「平成27年３月期 決算短信」で公表しました通期の連結業績予想に変更はありません。

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

 該当事項はありません。

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

 該当事項はありません。

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（会計方針の変更）

 （企業結合に関する会計基準等の適用）

 「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日。以下「企業結合会計基準」とい

う。）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成25年９月13日。以下「連結会計基

準」という。）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号 平成25年９月13日。以下「事業

分離等会計基準」という。）等を第１四半期連結会計期間から適用し、支配が継続している場合の子会社に対

する当社の持分変動による差額を資本剰余金として計上するとともに、取得関連費用を発生した連結会計年度

の費用として計上する方法に変更しております。また、第１四半期連結会計期間の期首以後実施される企業結

合については暫定的な会計処理の確定による取得原価の配分額の見直しを企業結合日の属する四半期連結会計

期間の四半期連結財務諸表に反映させる方法に変更しております。加えて、四半期純利益等の表示の変更及び

少数株主持分から非支配株主持分への表示の変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、、前

第２四半期連結累計期間及び前連結会計年度については、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行

っております。

 企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－２項（4）、連結会計基準第44－５項（4）

及び事業分離等会計基準第57－４項（4）に定める経過的な取扱いに従っており、第１四半期連結会計期間の

期首時点から将来にわたって適用しております。

 これによる損益に与える影響はありません。

 

３．継続企業の前提に関する重要事象等

 該当事項はありません。
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４．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成27年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成27年９月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 678,578 998,613 

受取手形及び売掛金 114,109 120,576 

販売用不動産 1,798,001 1,905,004 

仕掛販売用不動産 － 304,401 

商品及び製品 18,035 14,472 

原材料及び貯蔵品 1,313 1,399 

仮払金 34,312 42,123 

営業貸付金 323,300 340,800 

繰延税金資産 － 7,297 

その他 51,181 53,372 

貸倒引当金 △16,000 △4,539 

流動資産合計 3,002,833 3,783,520 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物 1,274,032 1,225,413 

土地 1,968,272 2,152,676 

その他 14,614 14,753 

有形固定資産合計 3,256,920 3,392,843 

無形固定資産    

のれん 124,209 105,739 

その他 12,666 11,001 

無形固定資産合計 136,875 116,740 

投資その他の資産    

投資その他の資産 125,901 122,966 

貸倒引当金 △88,228 △88,227 

投資その他の資産合計 37,673 34,739 

固定資産合計 3,431,469 3,544,324 

繰延資産    

社債発行費 10,622 4,373 

繰延資産合計 10,622 4,373 

資産合計 6,444,926 7,332,218 
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    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成27年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成27年９月30日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 48,952 48,372 

短期借入金 1,469,814 2,046,399 

1年内償還予定の社債 120,000 120,000 

1年内返済予定の長期借入金 370,150 374,860 

未払法人税等 40,694 47,497 

賞与引当金 16,000 11,000 

その他 250,898 247,207 

流動負債合計 2,316,508 2,895,336 

固定負債    

社債 350,000 100,000 

長期借入金 2,572,228 3,015,221 

その他 153,011 154,388 

固定負債合計 3,075,239 3,269,609 

負債合計 5,391,748 6,164,946 

純資産の部    

株主資本    

資本金 436,034 436,034 

利益剰余金 620,653 734,797 

株主資本合計 1,056,687 1,170,831 

その他の包括利益累計額    

繰延ヘッジ損益 △3,509 △3,559 

その他の包括利益累計額合計 △3,509 △3,559 

純資産合計 1,053,177 1,167,271 

負債純資産合計 6,444,926 7,332,218 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 

 至 平成26年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成27年９月30日) 

売上高 2,140,065 2,719,624 

売上原価 1,560,130 2,121,609 

売上総利益 579,935 598,014 

販売費及び一般管理費 366,790 420,422 

営業利益 213,144 177,592 

営業外収益    

受取利息 77 74 

受取配当金 44 44 

受取保険金 1,700 780 

助成金収入 1,050 3,600 

貸倒引当金戻入額 - 16,000 

その他 696 5,710 

営業外収益合計 3,568 26,209 

営業外費用    

支払利息 37,925 37,842 

社債利息 1,153 2,565 

その他 2,290 6,082 

営業外費用合計 41,369 46,490 

経常利益 175,343 157,311 

特別利益    

固定資産売却益 564 622 

特別利益合計 564 622 

特別損失    

固定資産除却損 104 - 

貸倒引当金繰入額 21,556 - 

特別損失合計 21,660 - 

税金等調整前四半期純利益 154,247 157,933 

法人税、住民税及び事業税 29,821 40,714 

法人税等調整額 - △7,297 

法人税等合計 29,821 33,417 

四半期純利益 124,426 124,516 

非支配株主に帰属する四半期純利益 － － 

親会社株主に帰属する四半期純利益 124,426 124,516 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 

 至 平成26年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成27年９月30日) 

四半期純利益 124,426 124,516 

その他の包括利益    

繰延ヘッジ損益 - △49 

その他の包括利益合計 - △49 

四半期包括利益 124,426 124,466 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 124,426 124,466 

非支配株主に係る四半期包括利益 － - 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 該当事項はありません。
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